





る。こ の間，関係者の多大な努力に より 40カ国から
184人の研修員を受け入れて来た。今回，国際協力事
業団 （以下JICAと略称）筑波イン ター ナショ ナルセン
ター の援助により 本コー スの帰国研修員を対象とした
フ ォ ロー ア ッ プ調査を行うこ とが出来た。対象と した
国は中南米諸国では比較的研修員数の多いメキ シ コ
( 5 名），エ ルサルバ ドル( 5 名）及びチ リ ( 6 名） で












研究部），吉田 ひ と み（国際協力事業団筑波イン タ
ー
ナショ ナルセンター） の3 名で構成され，平成7 年8
月14日から9 月2 日 にかけて，上述の 3カ 国の帰国研








(1) 防災技術セ ミ ナーの実施概要




ジュウムやセ ミ ナーが開かれており ，日本の地震災害








入っていた。JICA に よ るこ の よう なセ ミ ナー は初めて
であり ，多 くの参加者を得て，熱心な討議が行われ，
好評の内に終えることがで き た。ま た，JICAの配慮に
よ りカ ラー刷 りのスペイン語テキストが配付され，こ
れも非常に好評であった。先にも述べたよう にエ ルサ
ルバドルではセミ ナー は行わなかったが，関係機関に
はテキストのみ配付した。その際，同様なセ ミ ナー を





今回訪問 した とこ ろはメキ シ コ の メキ シコ シテ ィ，
エ ルサルバ ドルのサ ンサルバ ドル及びチ リのサンチャ
ゴといった国の首都であり ，地方都市を詳しく 見る こ
と は出来なかったが，現地で得だ情報を基にそれぞれ
の国の防災状況の概要を以下に述べる。













再使用されている。道路も歪んだ状態の ま ま の と こ ろ
が多く みられる。メキ シ コの地震は10年周期で発生す
る と言われてお り ，大きな地震から既に10年が経過し
ているので次の地震に備えるこ との重要性を指摘して
いる。




る。国立防災セン ター ではカメ ラに よ る遠隔監視シス








も沈下 しているとこ ろ も ある。このため，都市部では
水の消費量を制限している。
洪水災害: カリブ海に面した地域は定期的なハリ ケ
ー ン に よ る洪水が発生するため，それな り に住民も対




その他，自然災害ではないがメキ シ コ シテ ィは大気
汚染や水質汚染が深刻化しており ，排気ガスの規制等
の対策がとられている。これらの災害に対して，国に
よ る組織だった救援 ・救助活動は乏 しく ，主に，住民




2 ) エルサルバ ドル
この国は10年前に内戦が終了 し，よ うや く 落ちつ き
を取り 戻 しつつある。従って，現状では防災より も経
済復興の方が優先されている。この国 も ，災害救援活





災害にどの ように対処するかを取 りまとめてお り ，そ
れらは防災担当者に伝えられている。この計画に より ，
被害が非常に減った と言われている。 しか し，細部に
ついては国家組織がまだ安定 していないため，各機関





首都サン・サルバ ドルにはすぐ近 くに火山があ り ，火
山噴火堆積物から なる斜面が豪雨に よっ て崩壊し，土
石流と なって下流の住宅地を襲う災害があった。同 じ
よ う なタ イプの土砂災害危険個所は多い。洪水によ る
死者も多いがその大半は洪水によ る衛生状態の悪化が
原因と なっ ている。先にも 述べた ようにこの国では防
災に対するマスター プランはあるが機材と技術者が不
足 している。今回，訪問した首都サン・サ ンルバ ドル
の消防本部でも消防車はいずれも15~20年経た中古車
で，満足に動く 消防車は一 台 しかない状態であっ た。
日本側に消防車の救援を強 く 要請 している。ま た，メ
キ シ コと 同様この国も防災に係わる技術者が不足し，
災害監視の観測機器も不足している。
3 ) チ リ
この国は南北に細長く ，北部の砂漠地帯から南部の
積雪地帯を含み，様々な災害が発生している。中でも ，

























































































性を評価するこ とは難しいが，今回の聞き 取 り 調査の
範囲内では，各講師によ って繰り 返される基礎的な知
識に関する講義は既に知っているので，そういうも の
はでき るだけ減ら して，も っと専門的な防災技術に多









地震予知，火山噴火予知，災害マ ッピ ン グ等が考えら




策をグルー プで議論し，取 りまと めると い うも のが望
ま しい。この実習によ り，日本の高度な防災技術をど
の よう に途上国の防災に取り 入れるかが議論され， 途
上国に適した防災技術について知見を養うことが出来
る と思う。
2 ) 海外防災技術ワー ク シ ョッ プの開催
前述した よう に，これまでに防災科学技術コー ス に




が，防災の関係者は少なく ，よ り多 くの国 の々防災関
係者との交流 ・情報交換を望んでいる。これを支援す
る ための各国持ち回 りの防災技術に関するワー ク シ ョ
ッ プを開催してはどうであろう か。この種の会議は今





教育セ ン ター の設立を提案した。当研究所は関係者の
多大な努力によ り，海外に，帰国研修員とその家族 ・









場合が多 く，ま た，防災に係わる技術者も不足 してい
る。そのため，少なく とも，人命を救うと い う 観点か
ら，それぞれの国に適した防災対策ができ る人材の育
成が必要である。本コー スはこのような要請の一 端を
担ってお り ，ま た，各国からも本コー スの継続が強く
望まれているこ とを読者の皆さ んにお伝えする。
本報告を終えるに当たって，調査団を快く迎えて頂
いた帰国研修員及びその所属機関の方 ，々 このよう な
機会を与えて頂 き ，ま た，煩雑な準備 ・手配等をして
いただいたJICA筑波イン ター ナショ ナルセン ター及び
現地JICA事務所の方 に々感謝致します。
（気圏・水圏地球科学技術研究部 中根和郎）
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